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合理的意思決定力を育む社会科授業づくり

I はじめに

社会科では、知識を間う間題がテストに出題され

ることが多いため、暗記が学習の中心になりがちで

ある。その結果、試験が終われば大半の知識・技能

は忘れ去られ、社会生活に活きて働くものにはなり

にくいという課題が指摘されている。こうした課題

を克服するために、原田(2017)は「習得すべき知識・

技能を生徒の既有の知識・経験と結び付けて考察さ

せたり、習得した知識・技能を他の事例や社会生活

に活用させたりする学習の充実を図る必要がある。」

と指摘している 1)。

中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等

学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び

必要な方策等について（答申）」 (2016) では、社

会科における現行学習指導要領の課題について、資

料を基にして社会的事象の特色や意味について比較

したり関連付けたり、多面的・多角的に考察したり

して表現する力が不十分であることが指摘されてい

る 2)。その課題を踏まえ、これからの社会科では社

会との関わりを意識して課題を追求したり解決した

りする活動を充実し、知識や思考等を基盤として社

会の在り方や人間としての生き方について選択・判

断する力を育んでいくことが求められている。その

ような力を育むためには、教師が一方的に教え込む

のではなく、生徒が個別に、あるいはペアやグルー

プで対話的、協働的に思考・判断・表現する活動を

通して習得することを重視していくことが必要であ

ると考える。

11 主題設定とその理由

1 今日的な教育課題

現在、世界は、政治や経済など、さまざまな分野

で深刻な間題を抱えている。政治分野では、民族、

宗教、領士に関する紛争やテロに対する不安が高ま

ったり、また、経済分野では、成長を続ける国があ

る一方で不況にあえぐ国があったり、エネルギー危

機や食糧危機が深刻化したりしている。そして、地

球温暖化や生物多様性の危機など当事国間だけでは

解決できない間題も拡大している。これらのような

世界規模で進行している諸間題に対して、私たちは

その解決策や社会の在り方を模索し、持続可能な社

会を築いていかなければならない。
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こうした課題に対して、社会科の授業が担うべき

責務があると考える。特に身近の社会で起きた出来

事をじぶんごととして捉え、どうしたらよいか授業

で取り上げ、考えることが大切である。なぜなら、

近い将来に、主権者となる子どもが、多面的・多角

的に考察し、持続可能な社会の形成に向けて、公正

な判断できるようにならなければいけないからであ

る。そのために、より多くの人が納得できるような

解決策を提案することに加え、より望ましい社会の

在り方を選択できるようにする必要がある。

2 連携協力校の実態

(1)調査対象： A中学校 1年 5・7組

(2)調査日：平成 30年 10月 1日

(3) アンケートによる調査結果

質間項目 (6件法）

1. 授業でグラフや資料が何を表しているのか

読み取ることができますか

2. 自分の考えに理由を持つことをしていますか

3. 複数の理由から自分の考えをもつことを

していますか

4. 友だちや先生の話を聞いて、自分の考えを

深めることをしていますか

5. 友達や先生の話を聞いて自分の考えを

見直したり、付け加えたりしていますか

6. 授業で学んだことを生活で活かそうと

していますか

結果は以下のとおりである。（図 1)
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【図 1 社会科に関するアンケート結果】
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2と3の結果から、自分の考えをその理由ととも

にもっているという生徒は、 「いつもしている」、

「大休している」を合わせて約 78%だが、理由が複

数の理由となると、 「いつもしている」、 「だいた

いしている」を合わせて約 56%と約 22ポイント下

がることがわかった。

また、 4と5の結果から、他者の意見を参考にし

ているという生徒は、 「いつもしている」 「大体し

ている」を合わせて約 75%である。また、他者の意

見を取り入れながら考えを再構築するとなると、「い

つもしている」 「大体している」を合わせて約 69%

となった。この結果から、約 7割の生徒は他者の考

えを参考にしながら考えを深めることができること

が分かった。

これらのことから、話し合い活動を通して、個人

の考えを交流し吟味することで、自分の考えを深め、

複数の理山から説得力のある考察ができる力を身に

付けさせたい。また、約 2割の生徒が他者の意見か

ら考えを深めるということに対して意識が低い傾向

にあるため、全員が意見を共有することで、考えを

深めていけるようにしていきたい。

3 研究主題と目指す子ども像

今日的な教育課題を踏まえ、連携協力校の生徒た

ちの実態から、研究主題を「合理的意思決定力を育

む社会科授業づくり」とし、具体的に目指す子ども

像を以下のように設定した。

問題解決に向けて、間題解決に関わる様々な条

件を見出し、それらを踏まえて、より望ましい改

善策を決定することができる生徒

m 研究の構想

1 研究の背景

私たちが生活している現代社会は、固有の生活様

式をもった様々な集団が存在し、それらの集団に属

する個人も固有の考え方に従って行動しているため、

間題に対する答えや行動が異なり、そこに対立が生

まれ、共に行動することができずに間題の悪化を招

くことも多い。このように、世界のあらゆる面に存

在する諸間題の解決策に対して持続可能性が問われ、

物事に対する考え方が多様化している社会では、そ

の一員として人種や民族、宗教などの枠にとらわれ

ることなく、圧いの考え方や境遇を尊重しつつ、そ

の社会のもつ間題の解決に向けて将来を見据えた意

思決定を形成することができる、すなわち、社会の

一員として合理的意思決定を形成することができる

ようになることが必要だと考える。

持続可能な社会を実現するために阿部(2010)は以

下の 2点が必要だと述べている叫

① 諸間題を様々な視点から総合的に捉えて、目指

していきたい持続可能な社会を描くこと

② 描いた持続可能な社会の実現に向けて実際に行

動・協議していくこと

すなわち、持続可能な社会の実現には、諸間題を

多面的・多角的に捉え、それを基に、一人ひとりが

将来を見据えて間題に対する解決策を示し、他者と

関わり合いながら互いに合意し、共に行動すること

が必要となる。また、私たちが住むH本は民主主義

国家である。民主主義とは、国家や集団の権力者が

構成員全員であり、意思決定を構成員の合意で行う

体制である。そのため、私たちは構成員の一人とし

て、意思決定を行う際に様々な情報を吟味したり省

察したりして考え、公正な判断をしていく責任があ

る。

2 学習指導要領の目指す社会科授業

新学習指導要領では、中学校社会科の目標を次の

ように示している見

社会的な見方・考え方を働かせ、課題を追究し

たり解決したりする活動を通して、広い視野に立

ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる

平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な

公民としての資質・能力の基礎を次のとおり育成

することを日指す。

つまり、社会科では、公正な判断をするために、

社会科の見方・考え方を働かせ、多面的・多角的に

資料を読み取ることで根拠のある自分の考えを持ち、

集団で考えを共有し省察し、より望ましい選択・判

断ができるようにする必要がある。そのための方策

として、 「社会参画を志向する社会科授業」は、上

記の趣旨と合致していると考える。

3 合理的意思決定とは

社会科を学ぶにあたって、近い将来には主権者と

なる子どもが、多面的・多角的に考察し、持続可能

な社会の形成に向けて、公正に判断することで望ま

しい社会の在り方を選択するために、 「合理的意思

決定」する能力を育む必要があると考える。合理的

意思決定力について、小原(1994)は次のように述べ

ている列

合理的意思決定力とは間題場面での自己の行為

を科学的な事実認識と反省的に吟味された価値判

断に基づいて選択・決定するために必要な能力であ

り、日的・日標を達成するために考えられる実行可

能なすべての行動案（手段、方法）、あるいは間題

を解決するために考えられる解決策の中から、より

望ましいと判断できるものを選択・決定する能力
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4 合理的意思決定するための授業モデル

「社会参画を志向する社会科授業」を行うために

西村(2003)は次のように述べている。 「自立した個

人（市民）と主権者としての国民を育成するために、

社会系教科授業を従来の受動型から発信型に切り替

え、自己の学びの成果について他者を意識して発信

できる討論能力を『社会形成力』として重視したい」

6)このように、小中高一貰公民形成カリキュラム開

発の目標原理に、 「社会形成力」を位置づけること

を提案している。

唐木(2006)は社会参画に基づく社会科授菓の目標

を「社会科形成力」に置き、社会形成力を「科学的

社会認識」 「意思決定力」 「社会的実践力」の口っ

の能力に分類し、段階的に各能力を育てていくこと

が必要であるとして、図 2のようなモデルを示して

しヽる 7)0

【図 2】唐木作成による社会形成力育成授業モデル

社会参画を目指した社会科授業をするためには、

まず、間題を把握し、何が間題なのが分析すること

が必要である。その上で、どうするべきなのか意思

決定し、提案したり参加したりするという一連のプ

ロセスを体験させることが間閻解決に向けて合理的

に考える機会を設ける必要がある。

そこで本研究では、唐木による社会形成力育成授

業モデルを参考に合理的意思決定力を育む授業プロ

セスを作成し研究を進めることにした。 （図 3)

3 価値籟の交流
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【図 3】合理的意思決定を促す授業モデル

このような過程で学習を進める上で、個人の考え

を他者と交流し、自分の考えを深める必要があると

考える。また、その際、論理的で偏りのない思考（「批

判的思考」＝クリテイカルシンキング）ができるよう

場面を繰り返し設定することで、多くの視点から考

えをもつことができると考える。

4 仮説と手立て

(1)仮説

中学校の社会科授業において、 「合理的意思決

定」を促す授業モデルを通して、課題の焦点化を

図る工夫や他者と議論する場の設定をすること

で、複数の選択肢の中から、より望ましい改善策

を決定することができる姿が見られるだろう。

(2)手立て

I①間いを生む課題設定I

社会科の授業の中で生徒に多面的・多角的に考察

したり判断したりする場をつくるためには、 「じぶ

んごと」として考えさせる必要がある。寺本ら(2015)

は「『じぶんごと』へと深めるためには『強い閤い』

や社会的ジレンマ（矛盾感）、体験知による共感の布

石、将来自分との関与を明確に意識化させていく指

導が必要になってくる」と述べている 8)。本研究で

は、 「じぶんごと」として考えさせるために、以上

4つを意識した課題提示を行う。

饂資料提示の工夫I

教科書や資料集には、写真、グラフ、絵といった

多くの資料が掲載されている。それらの資料の提示

の仕方を工夫することで生徒自身の「強い間い」が

生まれ、間いに対して生徒自身が「じぶんごと」と

して考えられるようにする。

I③他者と交流し自分の考えを深める場の設定I

自ら考える場を設定し、考えに複数の根拠をもた

せる。その後、他者と意見を交流するにあたって、

自らの考えと他者の考えを吟味する場を設け、考え

を深めさせたい。そして、新たな意見を共有する場

で公正性を高めるようにする。

I④メリットとデメリットの焦点化1

資料を基に何にどのような良さがあるのか。また、

どのような課題を抱えているのか明確に理解させる

必要がある。そのために、ワークシートを活用し、

「メリット」 「デメリット」という分かりやすい判

断の拠りどころとして焦点化し、考えやすくする。
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鳳切実性のある合理的意思決定場面の設定I

考えをよりよくするために、自分ならどうするべ

きかを考えさせる。条件を設定し、可能なプランの

中で、どれがより望ましい選択なのか吟味する必要

がある。そこで、討論型の話し合いの場を設定し、

意見を述べたり、質間したりすることで考えを深め、

意思決定できるようにする。

5 研究構想図

これらのことから、以下のように研究構想図とし

てまとめた。（図 4)

c 問¥lを生も
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【図 4】研究構想図

6 検証方法

(1)アンケート

授業実践前後で 6項目のアンケートを行う。内容

は、調査結果に使用したものと同じものとし、その

結果から検証する。

(2)記述からの考察

手立てが生徒にどのような影縛を与えたのか、授

業での振り返りやまとめ等の記述から検証する。

w 研究の実際

1 研究学年と期間

対象学年：中学校第 1学年 64名

対象期間：教師力向上実習 II

2018年 10月 1日"-'10月 26日

2 単元計画 「世界の諸地域 ヨーロッパ州」

本単元での、ヨーロッパ州の学習においては、 EU

に焦点を当てた学習を展開することで、国家間の結

びつきに関わる経緯や持続可能な社会を実現するた

めに、地球環境間題や資源・エネルギー間題、人口•

食料間題、居住．都市間題をどのように解決しよう

と試みているのか学ぶことができると考えたからで

ある。そこで「どうしてヨーロッパの国々は EUに

まとまったのだろうか」という単元の間いが生まれ

るように EUに焦点を当てた学習単元を構成した。

間題把握の場面では、ヨーロッパに移民や難民が

どうして集まるのかということを切り口に学習した

内容をまとめたい。そして、個人の意思決定の場面

や合理的な意思決定の場面では、授業の振り返りを

発展させ、立場を明確に示した「本時の意思決定」

を行わせたい。これらのことを行うことで、 「国同

士の統合による人々の生活の変化」を軸にヨーロッ

パで暮らす人々の生活を捉えさせたい。そのモデル

として EUを構成する国の相互関係や域内の地域格

差を取り上げる。その上で、ヨーロッパの国家間の

統合が進められてきた理由や統合が可能になった理

由について学習したい。そこで、イギリスの EU離

脱間題について取り上げ、イギリス国民の立場に立

って合理的なプランを決定する話し合い活動をする

ことで、社会参画に必要な能力を育んでいきたい。

理由を明確にした意思決定を行う学習を通して、イ

ギリスの EU離脱間題を移民間題や経済格差など、

多面的に捉えて考えられる生徒を育てたい。

暉 学習内容

問題肥幌 I 移民·章戻炒ヨゴロ'!!/~に向か心滋示
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<~ 彎刃籾双叫麗に九心嘘環賃？
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E~ に加盟すろことで自
日で自由に取を決
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図の自料を蛉にした
視褐を毯にflJ... (7) 
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【図 5】 単元計画と手立て
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3 抽出生Aについて

事前に行ったアンケートでは、次のように回答し

た。

【表 l】 抽出生Aアンケートの回答

1. 授業でグラフや資料が何を表してい 大体

るのか読み取ることができますか できる

2. 自分の考えに理由を持つことをして 大体

いますか している

3. 複数の理山から自分の考えをもつこ 少し

とをしていますか している

4. 友だちや先生の話を間いて、自分の いつも

考えを深めることをしていますか している

5. 友達や先生の話を聞いて自分の考えを 大体

見直したり、付け加えたりしていますか している

6. 授業で学んだことを生活で活かそう 大体

としていますか している

抽出生Aは、普段の授業から、資料を読み取り、

自分の考えを文章にまとめることができている。自

分の考えに理由をもつことができるが、複数の理由

から自分の考えを形成することが課題である。自分

の考えをもつ際、複数の理由から考えを形成し、判

断ができる生徒になって欲しい。

4 授業の実際と考察

面ヨーロッパの自然環境、人口、民族、産業の特色

【手立て①】間いを生む課題設定

単元の始めに右のような

写真を提示し、海で転覆す

ることもあるのに、なぜ船

に乗り込むのか間い、単元

を通して、ヨーロッパには人がなぜ集まるのか、

何が魅力なのかという疑間を抱きながら学習を進

めた。

上記の写真を提示をした際、 「なぜヨーロッパに

向かっているのか」という生徒が感じた疑間をもと

に授業を進めた。

ヨーロッパの魅力について考えるため、ヨーロッ

パの自然環境についての学習から始めた。その後、

ヨーロッパは高緯度のわりに、賑流やと偏西風の影

曹から寒さが和らいでいること、フランスなど主な

国の農産物自給率を日本と比較する学習を行った。

各国と日本の違いは、 「穀物」 「果実類」 「牛乳・

乳製品」のどれかひとつの中で農産自給率が 100%

を超えているものがことだった。農産自給率が

100%を超えていると、どのような良いことがある

のか。また、どうして 100%を超えることができた

のか EUの共通農業政策の資料を提示し、調べる時

間を確保し考えさせた。その結果、生徒は農産自給

率が 100%を超えることで輸出する量が確保できる

ことに気付き、気候に合った農業をしていることや

ヨーロッパの特定の地域で安全な食料を供給できる

競争力のある農業生産をしていることを学んだ。

抽出生Aは、授業の振り返りとして、次のように

記述した。（資料 1)

ヨーロッパに人が集まる理由
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【資料 1】 1時間目の生徒Aの記述

生徒の記述から、ヨーロッパに人が集まる要因は、

「温かい気候」 「気候に合った農業」 「環境を考え

た安全な食料の生産」だとまとめている。また、授

業で農産物自給率の資料やEUの共通農業政策の資

料を提示したことで、複数の理由からまとめの記述

ができている。

また、他の生徒の授業の振り返りの記述では、貧

しい人が住むためには何が必要なのかという視点か

らもまとめられている。さらに、気候に合った農業

をすることで、十分に食料が確保することができる

と気付き、自国で消費する量を超えたものは輸出し

儲けることができることから、貧しい人も暮らせる

要因になっているのではないかという記述が多く見

られた。

これらは、移民や難民がなぜ屋根のない船に人が

隙間なく乗船し、船は転覆することもあるのにヨー

ロッパを日指して移動するのかと発問したことで、

なぜヨーロッパに集まるのかという課題設定が生ま

れ、ヨーロッパの良さに着日し、授業の振り返りが

できたからと考える。

戸ヨーロッパの文化の共通性

【手立て②】資料提示のエ夫

アリアンロケットに描かれている国旗に注日

し、国境をこえて工業をしていることに注目さ

せた。

【手立て①】間いを生む課題設定

なぜ国境をこえて工業ができているのかという

疑間から課題設定しヨーロッパの文化の共通性

について学んだ。

授業では、ヨーロッパの 22か国の企業が製造に

参加し、ヨーロッパ最高技術を結集させ、アリアン

ロケットを打ち上げている資料を提示した。次に、
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アリアンロケットに描かれている国が協力するメリ

ットは何か考えることにした。すると、生徒の中か

ら「それぞれの国の技術を合わせれば、もっと良い

ものが出来る」という発言があった。この発言をき

っかけに、資料を参考にそれが正しいのか考える時

間を設けることで、国境をこえて高い技術力で生産

することは工業付加価値額も高くなるということに

も気付けた。そこで、メリットがあるとはいえ、多

くの国がなぜ協力できているのかについての疑間か

ら、ヨーロッパの文化の共通性について学習を進め

た。まず、多様なヨーロッパがなぜ統合を進められ

たのか調べ学習を行った。多様な民族が暮らすヨー

ロッパは、もともとは一つの言語から分かれた言語

を使用し、近年は移民・難民によってイスラム教を

信仰する人々も増えてきたが、キリスト教を信仰す

る人々がおおかた占めており、民族に違いはあるが、

共通の文化も見られるため統合が進んだということ

を学習した。学習をもとにヨーロッパに人が集まる

理由を抽出生Aは、次のように記述した。（資料2)

s-ロッパに人が集まる理由②

]・ づゾ wはロ・II訊r;:;;,,1,:1『,l!u」fi'しy.言;;□ f1;1; ; r,1:,r; 喜， I~ 「rirpv

hみJ,的+岳t 名 ~r:t "'f iる^

【資料2】 2時間目の生徒Aの記述

抽出生Aは、授業の振り返りに、言語と宗教の共

通点に着日した記述をしている。

また、他の生徒の記述では、 「国境をこえて統合

することで高い技術力で工業品を生産することがで

きるようになったため、労働力が必要となり、働く

場が多いため人が集まる」というものもあった。

これらのことから、なぜ「国境をこえて工業ができ

ているのか」という課題をもとに学習を進めたこと

で、抽出生Aは、ヨーロッパは多様な民族が住んで

おり、もともとは同じ言語で、多くの人が同じ宗教

を信仰しているため協力し統合がしやすいため、移

民を受け入れられやすく、人が集まると考えること

ができ、統合を進められた要因についてまとめるこ

とができた。しかし、統合が進められたことでどの

ような影曹が働いたかについては、まとめられてい

なかった。つまり、資料提示のエ夫はしたものの、

他の生徒のように、アリアンロケットに描かれた国

旗に注目し、国境をこえて高い技術力で生産するこ

とができ、生産にあたり労働者が増えることに気付

き、働く場所を求めてヨーロッパに人が集まるとい

う考えをもつことができなかった。

課題としては、授業において、統合が進められた要

因と統合を進めたことでどのような影警があり、ヨ

ーロッパに人が集まるようになったのかについて考

える時間を確保すること、賃金が安くすむ労働力を

確保することを示す資料の提示が必要という点が挙

げられる。

極 EUに統合してよかった orよくなかった

【手立て③】他者と交流し自分の考えを深める場の設定

EUが統合を進めてよかったのかということに

ついて、個人の考えをもたせ、根拠のある理由を

話し合い、交流することで考えを深める場を設定

した。

【手立て④】メリットとデメリットの焦点化

EUが統合を進めたことで生じた利点と間題点

について資料をもとに話し合いを設定した。

授業では、 「人口」 「面積」 「GDP」についての

「EU、アメリカ、日本の比較」の資料から、ヨー

ロッパの国々は面積や人口の規模が小さ<、-国で

はアメリカなどの大国との競争に勝てないことやロ

度とヨーロッパで戦争を起こさないために統合が進

められたことを学んだ。その上で、ヨーロッパが統

合して起こった影警についてまとめた資料を配付し、

統合をして良かったのか考えさせた。以下のように

記述した。 （資料 3)
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【資料 3】 3時間目の生徒Aの記述

抽出生Aは、ヨーロッパ統合の賛否について、「ニ

度とヨーロッパで戦争を起こさないため」 「統合し

大国に対抗するため」と肯定的にまとめている。

統合を進めた理由に肯定的な意見が多かったため、

EUの利点と間題点をまとめた資料を参考に、統合

をしたことでどのようなメリットやデメリットがあ

るのか表に以下のようにまとめさせた。 （資料4)

良かった~ 良くなかった（隷題）

□ -
【資料4】 3時間目の生徒Aの記述

その後、まとめた表をもとに統合に対して「良か

った」 「良くなかった」を、グループでそれぞれ理

由を述べながら交流した。交流する上で、どうして

「良かった」なのか、また、どうして「良くなかっ
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た」のか、理由を述べながら共有した。その後、メ

リットとデメリットを焦点化させた上で、再度、 EU

は統合を進めて良かったのかまとめた。 （資料 5)
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【資料 5】 3時間目の生徒Aの記述

抽出生Aは、資料 3の記述では、肯定的な意見だ

けだったのに対して、資料5の記述では、 「EUに

統合することで経済的に豊かになる」 「EU内で自

山に仕事や移動ができる」といった肯定的意見だけ

でなく、 「統合したことで経済格差も生まれていて

不安」といった否定的な意見も記述されている。

これらは、 「EUは統合を進めて良かったのか」

と発間し、メリットとデメリットを確認したことで、

それぞれの内容を把握することにつながり、どのよ

うなことがメリットなのか具体的に記述できたから

と考える。また、メリットとデメリットを整理した

ことで、どちらかの視点だけで結論を出すのではな

く、統合を進めて何が良くなり、どのような課題が

あるのかを授業の振り返りで記述できたのではない

かと考える。しかし、課題として、授業の振り返り

で、 EUは統合を進めて良かったのかについて、「ど

ちらともいえない」という立場を加えて選択させ根

拠をより明確にさせる必要があった。

面イ ギリスの EU離脱について賛成？反対？

【手立て②】資料提示のエ夫

特定の資料を指定し、 「EUの利点」 「EU加

盟国の貿易相手国」 「EU予算への準拠出額」を

考慮して考察した。

【手立て③】他者と交流し自分の考えを深める場の設定

資料を読み取った上でどのように思うのか交

流させることで他者はどのような視点で価値判

断しているのか共有した。

授業では、統合を進めてきた EUの中に離脱を求

めた国があることを紹介し、その中でイギリスに焦

点を当て、イギリスの EU離脱に対して賛成か、反

対なのか授業で賛成か反対かを中心的な課題をした。

まず、イギリスが EUに持っていた不満について

資料をもとにして記述した。 （資料6)

資料 6で記述したEUの不満を解消するためには

離脱する必要がある。しかし、イギリスが EUを離

脱することで、どのようなことが起こるのか考えさ

せ、イギリスが EUを離脱することに賛成か反対か

考えさせた。 （資料 7)
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【資料 6】 4時間目の生徒Aの記述
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【資料7】 4時間目の生徒Aの記述

調べ学習をした上で個人の考えを持たせ、価値観

の交流を行った。生徒Aは、イギリスが EUを離脱

することに対して反対だが、全体で意見交流の後、

資料 8では、賛成に代わっている。

ィ~ ギリスがEUを離脱しようとすること

【資料 8】

杭 9ゞ

反対？

''f ,,, 

4時間目の生徒Aの記述

抽出生Aは、資料 7で「イギリスはEUを離脱す

ること」に反対だったが、資料8では賛成に意見が

変わっている。このように考えを深めたのは、他者

と交流し、自分の考えと他者の意見を吟味し、イギ

リスがEUに持っていた不満を考慮したことで、イ

ギリスはEUを離脱するべきと考えを深めることが

できたと考えられる。

面イギリス国民なら EUを離脱？残留？

【手立て①】間いを生む課題設定

自分がイギリス国民なら「離脱」 「残留」どち

らを選択するのかという場面設定をし、自分の立

場を決め、考えに根拠を持たせた。

【手立て⑤】切実性のある合理的意思決定場面の設定

立場を二者択ーにすることで、どちらがよりよ

い選訳なのか。可能なかぎりの選択肢の中から判

断させることで合理的な意思決定を図った。

授業では、自分がイギリス国民の立場に立ったら、

どのような判断をするのか自分の立場を決め、なぜ

そのように考えたのか理由を記述させた。（資料 9)

抽出生Aは、イギリス国民の立場なら、 EUを離

脱することでEUに所属するメリットはなくなって

しまうが、移民や難民によって仕事が奪われ、学校
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や住居が不足する恐れを考慮し、離脱した方が良い

と記述している。資料 8と比較すると、イギリス国

民の立場で考えたことで、国民にとって嫌なことだ

からという記述が付け加えられている。

1:: じ宣'.{鴫鳳 ~／言：9 皇

【資料 9】 5時間目の生徒Aの記述

この考えを基に、自分はどちらの立場なのか意思

表示をさせた。意思表示を指せた後に、それぞれの

立場の根拠を相手に伝えたり、自分とは異なる意見

に質間をしたりして、考えを深めた。交流の際、他

者の意見をメモした記述が次の資料である。（資料

10) 

鱈讐麦言
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【資料 10】 5時間目の生徒Aの記述

話し合いでは、それぞれの立場で意見を述べた際、

離脱や残留するとどのようなメリットがあるのかと

いう意見だけではなく、離脱や残留するとどのよう

なデメリットがあるのかということを確認できた。

例えば、残留を主張する意見で、離脱をすることで

EU内での貿易で関税がかかるようになると、商品

が売れにくくなり、 EU加盟国から輸入したものの

商品が高くなるのではないかといった意見が述べら

れた。また、離脱を主張する意見で、 EUの経済格

差を解消するために巨額の予算を投じるよりも自国

の政策に予算を使った方が良いという意見が述べら

れた。それぞれ立場を示しながら意見を交流し、話

し合いを踏まえて自分がイギリス国民なら国民投票

でどちらを選ぶのか選択させた（資料 11)

【資料 11】 5時間目の生徒Aの記述

生徒Aは、資料 9では生徒Aは、イギリス国民の立

場なら、 EUを離脱することでE Uに所属するメリ

ットはなくなってしまうが、移民や難民によって仕

事が奪われ、学校や住居が不足する恐れを考慮し、

国民の立場に立ったら離脱した方が良いと記述して

いる。資料 11では、離脱したら EU予算への準拠

出額を自国の政策に回すことができるため、離脱を

選択している。話し合いによって、離脱をすると E

Uと貿易をする際、関税がかけられるため貿易では

不利になることよりも EUへ負担している予算を使

った方が国の発展につながると考えている。

これらのことから、立場を二者択ーに限定し、ど

ちらがよりよい選択なのか話し合いをしたことで、

他者の意見をと自分の考えを吟味し、意思決定する

ことができたと考える。また、課題設定の際、イギ

リス国民ならばどうなのか、立場を限定したことで、

自分の意見を構成した理由よりも多くの意見に触れ

たり、人によって価値観が違うということを感じた

りしながら話し合いをしたことで、二つの選択肢の

中からより望ましい選択はどちらなのか合理的意思

決定することができたと考える。

v 研究のまとめ

1 仮説の検証

(1) アンケート結果からの考察

それぞれのアンケート結果を項日ごとに実践前と

実践後で比較したのが下記の資料である。なお、実

践前後の平均値の差が統計的に有意であるか確かめ

るため、有意水準 5%、両側検定の t検定を行った

結果についても記載してある。結果は以下のとおり

である。※グラフ中に抽出生Aの結果も記載してある。

I 鵬~吝~:,\~,' : ~;~:~;: ::: ~: :~l': l変口吝~:',~~ I 

実該前

実 S斐移麦

冥訂茫酎j

実践餞

l.. 授業でグラフや資料が何を表して

いるのか読み取ることができますか
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【図 6】

2 自分の考えに理由をもつことを

していますか
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3複数の理由から自分の考えをもつ

ことをしていますか 只経,00002}<0ぶ＄

【表 2】実践前後の平均値の比較
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4友達や先生の話を聞いて自分の

考えを深めることをしていますか
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5友達や先生の話を聞いて自分の考えを

見直したり、付け加えたりしていますか
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【図 10】

6授業で学んだことを生活に

活かそうとしていますか
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【図 11】

また、 「いつもしている」という回答を 6ポイン

ト、 「大体している」という回答を 5ポイント（以下

略）とし、 6件法を用いて平均値を出し、実践前と実

践後の比較を行った。結果は以下の通りである。
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【図 12】実践前後の平均値の比較
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アンケートの結果から、どの項日でも「いつもし

ている」 「大体している」を合わせた数値は、実践

前に比べて上昇している。平均値の比較を見てもど

の項目も上昇している。なかでも、実践前と実践後

を比べて特に変化が見られた項目 3 「複数の理山か

ら自分の考えをもつことをしていますか」 （図 8)

である。実践前が約 64%だったのに対して、実践後

は約 87%と23ポイント上昇している。平均値から

も4.6から 5.3に0.7ポイント上昇している。この

ことから、生徒は自分の考えをもつ際、複数の理由

から自分の考えをもてるように意識していることが

わかる。また、項目 5 「友達や先生の話を聞いて自

分の考えを見直したり、付け加えたりしていますか」

（図 10) については、実践前が約 68%だったのに

対して、実践後は約 85%と17ポイント上昇してい

る。平均値からも 5から 5.4に0.4ポイント上昇し

ている。このことから、他者の意見を聞きながら自

分の考えを深めていたことがわかる。つまり、間題

解決に向けて、より望ましい改善策を決定するため

に、他者の意見を踏まえた複数の理由を吟味し、自

分の考えを形成していると考える。

(2) 記述からの考察

第 5時の最後に模擬国民投票と称して、イギリス

のEU離脱について、今後イギリスはどうしたらい

いのか合理的意思決定をする場面を設定し、もしイ

ギリス国民だとしたらどうするべきか、授業の中で

合理的意思決定を目指した。模擬国民投栗をする際、

話し合いを通して、考えの根拠になるものの中でよ

り説得力のあるものを選択し、合理的な意思決定を

した。実際に、イギリスが国民投葉でE Uを離脱す

ることを選択したことを確認し、今後イギリスはど

うしたらいいのか考えた。（資料 12)
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【資料 12】 5時間目の生徒Aの記述

生徒Aは、今後、離脱したら E Uと貿易する際、

関税がかかり、貿易では不利になるが、 EU予算への

準拠出額を自国の政策に回し、農業を発展させてい

くべきだと記述している。単元の中で合理的意思決

定し、他者と議論する場を設け、間題解決に向けて、

より望ましい選択を考えたことで、今後イギリスは

どういった選択したらより望ましいと思うのか考え

ることができた。



－180－

このことから、切実性のある合理的意思決定場面

の設定を中心に、間いを生む課題設定や、資料提示

の工夫、他者と交流し自分の考えを深める場の設定、

メリットとデメリットの焦点化をしたことで自分の

考えを深めることができたのが良かったと考える。

2 研究の成果

社会で起こった間題に対して、 「自分の考えをも

つことをしている」という肯定的な意見が多くなっ

たことは成果である。実践のはじめでは、文章で振

り返りをすることを苦手とした生徒が見られたが、

授業を展開し、他者と交流し自分の考えを深める場

の設定をしたことで、自分の考えを複数の理由から

形成できるようになっていった。これは社会の間題

に対して何がメリットで何がデメリットなのか把握

し、両方を見て判断することでより望ましい選択は

何なのか考えられているからである。間題を解決し

ていくためには、何が良くて、何が良くないのか判

断し選択するのではなく、実行可能なすべての行動

案（手段、方法）、あるいは間題を解決するために

考えられる解決策の中から吟味し、どのような立場

の人でも望ましいと思える改善案を考えることが大

切である。

本実践では、 EU離脱についてイギリスはどのよ

うな理由からどのような選択をしたのか考え、議論

することで、イギリス国民の立場になって考えられ

た。また、今後のイギリスはどのようにしていくべ

きか考えられたことは、多面的・多角的に考察し、

持続可能な社会の形成に向けて、公正に判断するこ

とで望ましい社会の在り方を考えられる姿に近づき

つつあるといえる。

3 研究の課題

社会の間題に対して、他者の意見も参考にしなが

ら、根拠をもとにどのようにしたら良いのか考えら

えるようにはなってきたが、どのように改善したら

よいのかという考えをもつ生徒は少なかった。原因

として、手立てが間題把握や間題分析をする部分が

多かったことが考えられる。社会の間題を身近に感

じさせ、自ら間題を解決する単元設定が必要だった

ように感じる。アンケートからも「授業で学んだ内

容を生活に活かそうとしている」の肯定的回答は実

践前に比べ、実践後はやや減少していることがわか

る。本単元はヨーロッパ州であり、模擬国民投票し

たとしても、生徒にとって自分事な間題にはつなが

らない。単元の最後に、ヨーロッパと日本が関連し

た間題解決をする授業をする必要があったように感

じる。

4 今後の授業実践にむけて

本実践では、合理的意思決定をする際、様々な情

報を吟味したり省察したりして考え、公正な判断を

していくことを意識した授業実践を行った。将来、

主権者になる生徒が持続可能な視点をもち、判断が

できるように願ったが、単元を学ぶにあたって、単

元がヨーロッパ小卜1ということもあり、間題が身近に

感じられるものではなかった。生徒が社会の間題に

ついて課題意識を感じ解決したいと思える単元計画

をする必要がある。押し付けの授業ではなく、生徒

の思考から授業が進行し、間題について追求し、ど

うしたら改善できるのか考えていけるような授業実

践ができるようにしていきたいと考えた。
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付記

教師力向上実習 I・IIやサポーター活動において連

携協力校であるA校の校長先生、指導教諭をはじめ

とする多くの先生方から温かいご指導、ご助言をい

ただきました。お世話になったすべての方々に厚く

感謝申し上げます。

最後に教職大学院の学びや終了報告書の作成にあ

たっては、山田先生をはじめ多くの先生方にご指導

いただきました。心よりお礼申し上げます。


